
「one word = one meaning®」（一語・一義／一義・一語）の原則はどのような分野でど

のようなインパクトを与えているか  

片岡英樹氏の「one word = one meaning®」（一語・一義／一義・一語）の原則は、主

に技術コミュニケーションとビジネスコミュニケーションの分野に大きなインパクトを与

えています。 

適用分野 

この原則は、特に正確性と明確性が求められる以下の分野で活用されています。 

1. テクニカル・ライティング（技術文書作成）： 

o 取扱説明書、製品仕様書、設計書、マニュアル、技術報告書など。技

術的な内容では、用語の曖昧さが製品の誤使用や重大なミスの原因

となり得るため、この原則が不可欠です。 

2. ビジネス・ライティング： 

o 契約書、提案書、社内報告書、企画書、メール、広報資料など。誤解を

避けた円滑で効率的な業務遂行のために適用されます。 

3. 教育・トレーニング： 

o 企業内の文章作成研修や、大学での技術英語・ライティング指導な

ど。 

与えるインパクト 

この原則を実践することで、文書の品質とコミュニケーション効率が大幅に向上し、特

に以下の点で大きな影響を与えています。 

1. 誤解の防止と明確性の向上 

• 混乱の排除: 一つの用語が文書内で常に同じ意味を持つため、読み手が「こ

の単語はここでは何を意味するのか？」と立ち止まって考える必要がなくなり

ます。 
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• 正確性の確保: 特に技術文書や契約書において、用語の多義性による解釈

のブレをなくし、正確な情報伝達を保証します。これにより、誤った操作や判断

によるリスクを低減します。 

2. コミュニケーション効率の改善 

• 読解スピードの向上: 文書が一貫した語彙で書かれているため、読み手はよ

り迅速に内容を理解できます。 

• ライティング時間の短縮: 書き手は「どの類語を使おうか」と悩む必要がなくな

り、用語の選定にかける時間を短縮できます。 

• 翻訳コストの削減: 原文の用語が一貫しているため、機械翻訳や人間の翻訳

者による翻訳作業が容易になり、品質が安定し、コスト削減につながります。 

3. グローバルコミュニケーションへの貢献 

• 国際的な一貫性: 日本語と英語の両方で適用できる「書くレトリック」の一部と

して、この原則はグローバルな環境での情報共有を支援します。特に、外国

人が日本の技術文書を理解する際の障壁を低くします。 

4. 文書品質の体系化 

• 標準化: この原則は、企業や組織内で使用する用語の標準化（ターミノロジ

ー・マネジメント）の基盤となり、組織全体の文書品質を均一に保ち、文書作成

の指導・教育の基盤としても機能します。 

 

要するに、この片岡英樹氏の「one word = one meaning®」（一語・一義／一義・一語）

の原則は「曖昧さを排除し、誰もが同じ意味で理解できる、効率的で正確な文書」を

作成するための強力な土台となっています。 

 

注）ONE WORD=ONE MEANING®（登録第 5249921 号）（一語・一義/一義・一語）は片岡英樹氏の登録

商標です。 
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